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The Creed Of 
Junior Chamber International

We Believe 

That faith in God gives meaning and purpose to human life ;

That the brotherhood of man transcends the sovereignty of 

nations；

That economic justice can best be won by free men through free 

enterprise ;

That government should be of laws rather than of men ;

That earth's great treasure lies in human personality ; 

and That service to humanity is the best work of life.

JCI Mission
To provide leadership development opportunities
that empower young people to create positive change.

JCI Vision
To be the foremost global network of young leaders.

ＪＣＩ綱領
我々はかく信じる
真理は人生に意義と目的を与え（第１節）
人類の同胞愛は国家による統治を超越し（第２節）
公正な経済は我々の自由な経済活動によってこそ果たされ（第３節）
政府には人治ではなく法治が必要であり（第４節）
人間の個性はこの世の至宝であり（第５節）
人類への奉仕が人生最大の使命である（第６節）

青年会議所は、青年が社会により良い変化をもたらすために
リーダーシップの開発と成長の機会を提供する。

青年会議所が、若きリーダーの国際的ネットワークを先導する組織となる。



Ｊ Ｃ 宣 言
日本の青年会議所は

希望をもたらす変革の起点として
輝く個性が調和する未来を描き
社会の課題を解決することで

持続可能な地域を創ることを誓う

綱　領
われわれ JAYCEE は

社会的・国家的・国際的な責任を自覚し
志を同じうする者　相集い　力を合わせ
青年としての英知と勇気と情熱をもって

明るい豊かな社会を築き上げよう

イクボス宣言
明るい豊かな社会を築き上げるために

私たちはイクボス宣言をします
　　　　一、子は宝、組織全体で支えます
　　　　一、メンバー個々の価値観を尊重します
　　　　一、会議は二時間以内で終わらせます
　　　　一、ふらの地域にイクボスを広めます
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２０２５年度　一般社団法人富良野青年会議所

理事長所信
第７１代理事長　　糠谷　隆太

～はじめに～　　

　「例え明日、世界が終るとしても、今日私はリンゴの木を植える」

耳にしたことがある方も居ると思いますが、これは、ドイツの神学者である

マルティン・ルターの言葉です。私がこの言葉を知った時、自分自身が今、

努力して向き合っているモノや見えているコトは自らが抱く理想の未来に

とって正解なのか。という自身の弱い部分を補ってくれた言葉の一つでした。

　私は、青年会議所に入会する前に地域の仲間と任意団体を共に立ち上げ運

動をした経験があります。地域の活性化を目指して、特に力を入れたことは

当時トレンドでもあったマチコンを中心に行いました。また、マチコンとい

う言葉を日本で波及させた企業と共同的に地域で事業を実施しました。実施

した際は、地域が若者で賑わい、地域が活性化されたように見えた一方で、

持続性においては、継続の仕組みと組織体制の課題が多く数年継続した先に

あった未来は、解散という自身の理想とはかけ離れた結果となりました。

　青年会議所は 70 年以上の歴史があります。明るい豊かな社会を目指し、

運動の仕組みと組織を牽引するリーダシップの開発と成長の機会が提供され

た環境が強靭な組織の体力となり継続されているのだと自らの経験を経た知

見です。当時の私は、不甲斐なさ故の自己嫌悪に運動意識が低下してしまい

ました。しかし、現在から過去を振り返ると決して無駄な経験ではなく、寧

ろ自身の大きな知見として社業、青年会議所運動に大きく活かされていると

感じます。過去の自分には無く、今の自分にあるものとは、支えてくれてい

る存在を知っているかそうではないかです。努力し、苦悩に耐え負けそうに

なった時に、志を同じく、共に課題に立ち向かう仲間が見

道　～心の躍動～



えるか。優しく支えてくれる家族を感じることができるか。私は、持久力を

得る上で大切なことをこの青年会議所から学びました。

　そして、入会から現在に至るまで青年会議所が持つ仕組みとスケールメリッ

トを活かし、私なりに成長を目指して自らの環境に挑戦をかしながら、学び

を得ることができていると感じています。一見無駄に見える行動も数年経て

ば、その限りでもない。問題はその時、自身の納得のいく選択ができていた

かが重要なのだと感じます。

　私たち、現役 JAYCEE は、実績を積み上げてこられた先輩諸兄の方々に比

べると、知見に及ばずできることも限られることもあります。例え明日、世

界が終るとしても、今日私はリンゴの木を植える」

　今は、明確な成果は見えないかもしれませんが、必ず努力は未来に繋がる

のだと信じ、臆することなく課題に対して手を伸ばし、自身の届く範囲で一

人でも多くの幸せを目指す利他の精神で挑戦に向かって歩んでいきましょう。



－組織運営会議－
※ 70 周年記念式典実行委員の総務運営も担うことから、会議体と示す。

【組織運営の魅力の促進】

私は、運動を展開するうえで、組織のガバナンスが保たれていることは非常

に重要であると考えます。青年会議所メンバーで展開される運動も管理がな

されていなければ前に進むこともできません。また、一年間で計画された重

要なフェーズではその効力が常に試されます。そして、それらの知見は青年

会議所活動及び、運動への効果に留まらず、社業、プライベートのおいても

物事の遂行、社会的信用や信頼にも重要です。私たちが組織として、日々学

び実践し続けてきた組織運営の軌跡を当たり前ではない魅力と捉え、さらに

磨き上げその仕組みを促進することで更なる組織の強化に繋げます。

【組織運営会議  事業計画】

1. 富良野青年会議所諸会議の設営

2. 諸事業議案の精査

3. 富良野青年会議所議案上程管理・調整

4. 新年交礼会の管理・実施

5. 設立記念の夕べの管理・実施

6. 歓送迎会の実施

　※ 新入会員担当者が子議案で構築するものとする

7.70 周年記念事業への参画

8. 要覧対外誌の企画・製作



―総合政策委員会－
※ L． D（ Leadership  Development） 指導力開発一集団と個人の活性化

※ L． T（ Leadership Training） 指導力訓練

【地域に住み暮らす人の魅力の発掘】

「子は親の背中をみて育つ」

ここでいう「親」を富良野青年会議所先輩諸兄とするならば、現在活発に運

動を続ける私たちが見てきた背中は素敵な姿です。私は、2024 年に縁があり

カンボジアへ行きました。そこは、経済発展を続け平均年齢 26.5 歳と若い力

が溢れている一方で、わが子ほどの子どもが道端で寝ている姿を見て胸が締

め付けられる感情を受けました。現在の北海道特殊出生率は 1.06 である。こ

れは、全国でワースト 2 位でありこれから北海道を担う子どもの数としては、

衝撃的な数字です。2024 年 6 月に日経新聞でピックアップされた主な理由と

して、非正規雇用が多く収入面など、経済的な不安が背景にあるとされてい

ます。しかし、出生率の上がらない理由はその限りではないと私は考えます。

人々が住み暮らす先にある幸福度は決して収入条件だけではなく、本当に大

切にすべき「何故、働くのか」、「何故、日々努力して生きるのか」を知る事

から始まるのだと思います。その根源には必ず「人」がいることに対し徹底

的に考察することで、将来、子どもが笑って暮らす豊かな社会が広がる未来

に繋がるのだと確信しています。子どもが道端で寝ているような未来があっ

てはならない。先輩諸兄の想いが、脈々とつながれてきたからこそ今のふら

のがあるのです。今を託されている私たちは、現状を疑い打開策を模索し、

挑戦する心が大切です。明るい豊かな社会に向けて、課せられた課題の考察

と解決に導く仕組みを具体化することで、未来を切り開くリーダーとなり、

希望に満ち溢れた運動を邁進します。

【総合政策委員会  事業計画】

1. 人的資本主義に関する調査・研究

�.DE＆I に関する調査・研究

3. 人口オーナス期における対策の研究

4．次代に繋がるステークホルダーの構築

 5.70 周年記念事業への参画



―地域経済推進委員会－
※ C． D（ Comunity Development） 社会開発一まちづくり地域の活性化

※ L． I． A（ Leadership In Action） 実践指導力開発

【地域に広がる魅力の創出】

私は 2024 年、北海道地区協議会地域活性化委員会の委員長として出向

し、北海道のインバウンドを対象として輸出産業構築についての運動を

行いました。北海道を対象に調査研究をして見えた「ふらの」は魅力に

溢れ、地域の良さが活かされた仕組みが創られていることを知りました。

そして、今がるのは観光に留まらない社会課題と向き合い、多角的な視

点で運動をしてこられた結果であることも同時に学びました。北海道の

市町村 65％が消滅可能性都市に。これは現在の 179 市町村の内 122 市

町村となり、全国的にも 2050 年には 1718 市町村内、744 市町村になっ

ていることを指しています。衝撃的な事実ではある一方で、この結果は

何も今の時代に限ったことではありません。2000 年以降三位一体改革で

も課題化され地方が輝く未来を地方財政政策として取り組んできまし

た。各地独自で地域課題に取り組み運動を続けて来たからこそ今がある

ことは言うまでもありません。また、日本の指標を参考に北海道として

の運動指針が示され、市町村の今後のベクトルも展開されます。そして、

その仕組みは青年会議所にも適用されます。今、日本が目指す未来は北

海道の指針でもあり、ふらのとして持続的社会を目指すべきコト、今の

私たちの行動義務を具体的に示し仕組みの構築につなげる必要がありま

す。

【地域経済委員会  事業計画】

1. 共助社会に関する調査・研究・実施

2. 富良野圏域における GX に関する認識調査・研究

3. 青少年育成に関わる仕組み構築・実施

4.70 周年記念事業への参画



―70 周年実行委員会―

【70 年紡がれた富良野青年会議所の魅力と未来】

今から 70 年前に旭川青年会議所のご尽力の下、富良野青年会議所が発足し

現在に至ります。創立から 70 年にわたり創られたインフラは多くあり、北

海へそ祭りの立ち上げ、北の峰スキー場の設立、最近ではフラノマルシェや

フラノコンシェルジュなど、富良野青年会議所出身の先輩諸兄が創られた軌

跡は大きな事だと日々感じています。また、それらはふらのに住み暮らす人々

の中でも当たり前になっているものも多くその結果に対し、現役メンバーも

認識を高め次代に繋げていかなければなりません。また、地域経済を担う企

業としても、富良野青年会議所の出身の方が多くご活躍をされています。私

は 2019 年に入会をし、当時は必ず聞かれた「入会のきっかけは？」に対して、

知り合いに誘われたと答えていました。しかし、改めて考えると本質的な理

由は自身が将来経営者になる上で、富良野で活躍する方たちはどんな方なの

かを知った際、富良野青年会議所出身の方が多かったため、入会すると経営

を学べるのではないかと思ったのが大きな入会理由の一つです。そして、現

在も課題を考察し真摯に向き合う組織の体質が、現在のふらの社会の一端を

担い、未来に繋がれています。私たちは今後も、これまでの軌跡とこれから

の未来をどのように繋げ、関わる方たちとの共助について考え、先人の方た

ちの想いを受け取り、地域の更なる発展と仕組み構築を担って参ります。

【70 周年実行委員会  事業計画】

1.70 周年記念式典の実施

2. 運動を発信するための最適な機会の研究・運用

3. 運動軌跡の調査・研究

4.70 周年記念誌の製作

5. シニアクラブとの連携の強化

6. 外部教育機関との連携



【結びに】

私たちが今できることの一つとして、幅広い視野で一人一人の手を伸ばした

行動が円となりの仲間へと移り行く中で、大きな円が成果へと繋がっていく

のです。結果は直ぐには出ないかもしれない。でも、仲間と共に創り出した

選択肢を信じ確実な一歩を踏み出しましょう。

一般社団法人富良野青年会議所　第７１代理事長

糠谷 隆太



２０２５年度　一般社団法人富良野青年会議所

組織運営会議　基本方針
議長　　松井 章紘

　富良野青年会議所は、様々な職種のメンバーが集い、メンバー一丸となり活発な意見交換
や事業構築から明るい豊かなふらのを目指す組織です。私たちは、組織として必要なガバナ
ンスの徹底、日頃のメンバーの運動意欲向上に繋がる設えから、富良野青年会議所の継続的
な運動を展開してきました。より一層、組織として魅力的かつ輝きを放つには同じ志を持つ
メンバー同士が価値観を尊重し合える組織創りへ意識の高い組織基盤が必要です。
　まずは、組織内の運動効果を最大限に活かすために、理事会における上程者管理や各議案
の精査をはじめとする会議の設えを行い、メンバーへ例会や事業への参画を促すことで、委
員会の目的が組織内で拡大し、出席者率向上からメンバーの精力的な活動に繋げます。そして、
地域と密着し共に成長する組織で在り続けるために、脈略と受け継がれた新年交礼会や設立
記念の夕べにて先輩諸兄と積極的な交流を図っていくことで、メンバー個々の新たな知見や
視野が広がり、変わりゆく時代の変化に対応できる組織力向上に繋げます。さらに、共にふ
らのを創る意識を拡大していくために、地域住民の方々に対して、富良野青年会議所が日頃
どのような想いで地域活動をしているのかを知っていただくことで、ふらの地域に運動が根
付き、より良い運動展開へ繋がるきっかけや仲間創りを目指します。
また、来る 70 周年事業が盛大に遂行されるために、私たち一人ひとりが富良野青年会議所に
所属している意味や意義を再認識し、若い世代の先頭で運動展開していく誇りと後世へ想い
を紡ぐ大切さや必要性を組織全体で共有することで、統一した意識を醸成します。
　私たちは、組織の一員として各種連絡報告といった組織で必要な意識の醸成を組織内で喚
起していくことにより、メンバー各々が他者を想う意識の向上と自発的な行動が促され、高
い志を持って運動展開する重要な役割となり、明るい豊かな未来ふらのを創造します。

【総務運営会議 職務分掌】
1. 富良野青年会議所会議の運営
2. 諸事業議案の精査
3. 富良野青年会議所議案上程管理・調整
4. 新年交礼会の管理・実施 ( 新入会員担当との共同議案 )
5. 設立記念の夕べの管理・実施
6.70 周年記念事業への参画
7. 要覧・対外誌の企画・制作

富良野青年会議所諸会議の運営

上程所議案の精査

理事会における上程者管理・調整

新年交礼会管理・実施 (歓送迎会子議案)

設立記念の夕べにおける管理・実施

要覧対外誌の企画・制作

【委員会メンバー】
　小國 直道（副議長）、久野 正紘、水戸 亮佑



２０２５年度　一般社団法人富良野青年会議所

総合政策委員会　基本方針
委員長　　藤原 慎悟

　ふらのは先輩諸兄姉の歴史ある地域経済への寄与を通じ、農業基盤や観光コンテンツに恵
まれた稀有な都市として北海道経済の支柱を担っています。しかしながら、働き手の減少と
いう課題は経済的な下落に及びかねず、人材が定着する社会・企業への変革が求められてい
ます。ジェンダー多様性・公平性の理解と、限りある人材が人財として活躍できる社会を模
索することから、持続可能な地域経済を担うリーダーを育成する必要があります。
　まずは、人的資本主義が適用された社会環境を体現するために、女性が活躍している企業
の評価方法や柔軟な働き方を聞き取り調査し、ライフイベントにあった働き方に関する情報
を収集し分析することで、多様な人財が活躍できる働き方に対する視座を共有します。そして、
すべての人が公平に輝けるふらのの社会を創るために、ふらのとしての不公平な社会的実情
を調査・聞き取りし、青年経済人としてのあるべき社会の在り方や企業姿勢を議論することで、
男女の隔たりや認識差異を減らした地域社会への意識改革を促します。さらに、地域経済を
持続可能なものにするために、青年会議所が得た知見を地域へ共有し地域住民とさらに高め
学び合うと共に、多様な人財が輝ける体験の実現と、不公平に対する社会的提言を行う事で、
ふらのに対して多様性の理解と人財投資への関心を高めます。また、富良野青年会議所が地
域の橋渡しとなる役割を高めていくために、地域変革の起点となる人財と連携し、1 年を通
して行う事業へ企業・個人の参画を促すことで、住民や地域から必要とされる富良野青年会
議所としての認知向上と運動参画への機運を高めます。
　潜在的な人財が多様な価値観や人生観を否定されることなく公平に活躍できる地域を体現
する富良野青年会議所のメンバーは、地域の発展を先導する運動をもたらすリーダーとして、
創造力と柔軟性を備えた優秀な人財が溢れ続けるふらのの豊かな未来を創造します。

【総合政策委員会 職務分掌】
1. 人的資本主義に関する調査・研究
�.DE&I に関する調査・研究
3. 人口オーナス期における対策の研究
4. 次代に繋がるステークホルダーの構築
5.70 周年記念事業への参画

人的資本主義に関する調査・研究

DE&I に関する調査・研究

人口オーナス期における対策の研究

次代に繋がるステークホルダーの構築

70 周年記念事業への参画

【委員会メンバー】
　佐藤 優（副委員長）、鈴木 康治朗、荒木 崇宏



２０２５年度　一般社団法人富良野青年会議所

地域経済推進委員会　基本方針
委員長　　家次 奎多

　地球上の二酸化炭素濃度の上昇が原因とされる自然への悪影響から、社会的に化石燃料で
はなく自然エネルギーへ転換を図る GX の推進がされております。我々が住む北海道は自然
エネルギーの潜在能力を評価されており、ふらのでも脱炭素社会を目指し GX の推進がされ
ておりますが、住民や青少年の意識の向上には至っておりません。私たちは地域住民と共に、
脱炭素社会への移行意識を向上させ、持続可能な地域を目指す必要があります。
　まずは、ふらのを持続可能な地域として発展させていくために、GX や省エネに関する取り
組みについて、既存の施策と他の地域の良好な取り組みを比較し、地域に適した効果的な取
り組みを考案し運動へ繋げることで、地域に脱炭素社会への意識と行動を広めます。そして、
地域住民の意識を向上させ共通認識と連帯感を創るために、地域住民に対して取り組みを行
うこととなった経緯や課題、メリットを共有し、取り組みに触れてもらう場を提供し、共助
の意識を持つことで、地域一丸となり課題解決に向けた運動を展開します。さらに、私たち
が住むふらのの魅力を未来へ継承していくために、青少年と共に持続可能な地域づくりに向
けた運動を展開し、地域の魅力や行動を起こすことの大切さを実感してもらうことで、青少
年にまちづくりへの主体的な参画意識を育むきっかけを創出します。また、諸先輩方によっ
て 70 年にわたり受け継がれてきた富良野青年会議所を次世代に繋げていくために、持続可能
な地域を目指し、GX を基盤とした運動を展開し、地域全体に大きなインパクトを与えること
で、富良野青年会議所の存在価値を地域全体に広めます。
　富良野青年会議所は、地域の青少年たちと共に脱炭素社会へ向かう地域に適した取り組み
を考え、地域にインパクトを与えた経験を通じて、青少年たちの参画意識を育みながら地域
住民が GX に取り組むためのきっかけとなり、ふらのの持続可能な未来を創造します。

【地域経済推進委員会 職務分掌】
1. 富良野圏域における GX に関する認識調査・研究
2. 共助に関する調査・研究・実施
3. 青少年育成に関わる仕組み構築・実施
4. 70 周年記念事業への参画

富良野圏域における GX に関する

認識調査・研究

共助に関する調査・研究・実施

青少年育成に関わる仕組みの

構築・実施

70 周年記念事業への参画

【委員会メンバー】
　中田 元貴（副委員長）、及川 貴寛、中村 靖教



一般社団法人富良野青年会議所

創立 70 周年実行委員長　挨拶
実行委員長　　荒木 崇宏

1955 年に創設されました富良野青年会議所は 70 周年を迎えることとなりま
した。70 周年を迎えるにあたり、我々の活動にご助力をいただいています
地域の皆様、姉妹 JC として共にエールを送り合っている一般社団法人西脇
青年会議所様、北海道各地にて同じ志で活動をされていますスポンサーとし
ての一般社団旭川青年会議所青年会議所様をはじめとした各地青年会議所の
皆様、そして何よりもこれまで富良野青年会議所の運動をつないでこられた
シニアクラブの皆様へ感謝を申し上げます。
　標題に掲げているのは 70 周年のテーマとなります。私たち青年会議所の
メンバーがワクワクしながら街を育てていくこと、そしてそれは地域の人々
と共に力を取り合って育て合うことが必要であるという想いからこのテーマ
を選定させていただきました。私たち青年会議所の運動は地域を先導するも
のとして活動を続けていますが、本来は地域の全員が主役として運動が続く
ことが青年会議所として達成すべき運動展開です。この観点を忘れず、全員
参加で全員が主役。そんな街になれるよう今一度意識を向けてまいります。
　今年は富良野高等学校、緑峰高等学校という富良野の高校が合併する年と
なります。人手不足、特に子供が少ない時代は大人たちが責任をもち地域や
これからを担う子供たちのために行動をし続ける必要がありますが、一方的
な押し付けではなく、高校生にも魅力を発揮していただく機会が私たちに
とっても必要となります。本周年においては高校生の皆様と共に主役となれ
る活動し、様々な表現にも挑戦する周年とさせていただきたいと存じます。
　時代の変革に合わせて継続して行動し続けるには課題があります。しかし
ながら、青年会議所は年齢制限からのメンバーの移り変わりも激しく、それ
ゆえに少しずつ変化していく団体です。進化論で有名なダーウィンは「最も
強いもの、賢いものが生き残るのでもなく、唯一、生き残るものは変化でき
るものである。」と述べています。我々は今後も時代に合わせて変化し続け
る団体であり続けることをお誓い申し上げまして 70 周年実行委員長として
のご挨拶とさせていただきます。

全員参加で育ちあう = 富良野の未来

プ ラ ス サ ム シ テ ィ



２０２５年度　一般社団法人富良野青年会議所　組織図

メンバー卒業年度（括弧内は生年、氏名後の数字は入会年数）

久野正紘⑩

中村靖教⑧

荒木崇宏⑦

渡辺勝太⑥ 福永将平⑥糠谷隆太⑦

松井章紘④

2024 2025 2026 2028 2029 2033 2034 2036

井上智貴⑦

家次奎多④

佐藤　優②

藤原慎悟②

水戸亮佑②

中田元貴②

小國直道④鈴木康治朗④

及川貴寛③



２０２５年度　一般社団法人富良野青年会議所　創立 70 周年組織図



２０２５年度　一般社団法人富良野青年会議所　役員及び出向者一覧

糠　谷　隆　太

荒　木　崇　宏

渡　辺　勝　太

井　上　智　貴

福　永　将　平

松　井　章　紘

家　次　圭　多

藤　原　慎　悟

久　野　正　紘

及　川　貴　寛

鈴　木　康治朗

中　村　靖　教

監事 /70 周年実行委員長

総合政策委員会担当

地域経済推進委員会担当
公益社団法人日本青年会議所北海道地区協議会事務局　局長

組織運営会議担当

組織運営会議議長

地域経済推進委員会委員長

総合政策委員会委員長

公益社団法人日本青年会議所北海道地区東北海道ブロック協議会　人財育成委員会　委員長

公益社団法人日本青年会議所北海道地区東北海道ブロック協議会　人財育成委員会　幹事



一般社団法人富良野青年会議所　確認事項

［例 会］
　　例 会 日　　理事会で決定した日程で行う
　　会場設営　　例会担当委員会・組織運営委員会
　　出欠確認　　組織運営委員会
　　遅刻早退　　午後７時にゴングを鳴らしそれ以降を遅刻とし、例
　　　　　　　　会終了前を早退とする。
　　進    行　　セレモニー：組織運営委員会

［正副理事長会議］
　　正副理事長会議は原則として月 1 回の開催とする。本会の正副
　　理事長会議は、理事長、副理事長、専務理事を以て構成する。監
　　事は、定例正副理事長会議に出席して、意見を述べることができ
　　る。

［理事会］
　　理事会は原則として月 1 回の開催とする。委員長を兼任する理
　　事が理事会を欠席する時は、当該委員会の中で委員長が指名した
　　者が理事会に出席し、その職務を代行しなければならない。但し、
　　議決権を有しない。発言は挙手の上指名後とする。オブザーブ出
　　席は正会員・賛助会員の出席を認め、意見を聞くことが出来る。
　　議事録作成人については、アカデミー会員から 1 名選出する。

［休会者］
　　総会の構成メンバーとなり例会の案内は行う。委員会などの連絡
　　は委員長の判断とし、各種事業などの参加要請はしない。

［旅費・交通費］
　　車で地方に行った場合は同乗者間で精算する。

［三　役］
　　理事長、副理事長、専務理事の総称

［ＪＣルーム］
　　ルームの鍵は専務理事・各委員長が保管、封書類開封厳禁、私用
　　電話禁止、整理整頓

［新入会員］
　　新入会員担当に所属する。

[ 事業計画書及び事業報告書の提出日 ]
　　全ての事業計画書及び事業報告書の提出は担当副理事長の確認を
　　受けた後、正副理事長会議の 3 日前迄に財務担当理事を通し専務
　　理事に提出する。

[ 褒賞 ]
　　直前理事長・監事が担当する。

[ その他 ]
　　カラーコピーを使用する場合は、業者に見積りをとる。



会員名簿

正会員　　１４名

賛助会員　　２名

（２０２５年１月１日現在）



代表取締役社長

〒076-0018　富良野市弥生町 2 番 39 号

家次　奎多
イエツグ　ケイタ

B 型
����.��.��
2022 年入会

Rama Pokke　　　　　代表
〒076-0028 　富良野市錦町 14-3

〒076-0028 　富良野市錦町 14-3

���-����-����

keita.ietsgu@ramapokke.com

k.house.����.fen@icloud.com

及川　貴寛及川　貴寛
オイカワ　タカヒロ

B 型
����.�.��

2023 年入会

（株）及川牧場　　　代表取締役
〒076-0043 　富良野市字南大沼 364
���-����-����
����-��-����

〒076-0041 　富良野市字東鳥沼 1

oikawatakahiro�@gmail.com

〒076-0032　富良野市若松町 4-13　メアリーⅠ　���

https://www.furano-ikedaya.com/

佐藤　優佐藤　優
サトウ　ユウ

0 型
����.��.��
2024 年入会

( 株 ) 重建工業
〒076-0038　富良野市桂木町 4-44
����-��-����
����-��-����

〒076-0037　富良野市西町 2-75

jyuken@deram-.jp

���-����-����
yusato��������@gmail.com



〒076-0031 　富良野市本町 2-27　コンシェルジュフラノ 4F

鈴木康治朗
スズキ　コウジロウ

O 型
����.�.��

2022 年入会

ヒューマンインターフェイス（株）　　　代表取締役
〒071-0552 　上富良野町宮町 4-69-77
����-��-����
����-��-����

〒071-0541　上富良野町富町 1-5-25

daihyou.hif@gmail.com

k.suzuki.hif@gmail.com���-����-����

藤原　慎悟
フジワラ　シンゴ

A 型
����.�.��

2024 年入会

富国生命保険相互会社　営業総合職
〒076-0025　富良野市日の出町 10-2 3F
����-��-����
����-��-����

〒070-0875　旭川市春光 5 条 3 丁目 9-7

���-����-����

松井　章紘
マツイ　アキヒロ

O 型
����.�.��

2022 年入会

（株）BROCO　　　代表取締役
〒076-0025　富良野市日の出町 12-23　佐藤ビル 2F
����-��-����
����-��-����

〒076-0008　富良野市扇町 12-1 ベル C ��� 

���-����-����

broco@info.co.jp

一般社団法人　澄空　　代表理事
〒071-0552　空知郡上富良野町宮町 1 丁目 1 番 24 号
����-��-����

〒071-0565　空知郡上富良野町丘町 1 丁目 7 番 25 号

���-����-����



（株）野菜田

山田くん？

小國　直道
オグニ　ナオミチ

B  型
����.��.�

2022 年入会

富良野市役所
〒076-8555 富良野市弥生町 1 番 1 号

����-��-����
����-��-���� oguni.naomichi@city.furano.hokkaido.jp

〒076-0033 富良野市新富町 4-76-201

���-����-���� chyokudo-.-����@i.softbank.jp

水戸　亮佑水戸　亮佑
ミト　リョウスケ

A 型
����.�.��

2024 年入会

水戸電設
〒076-0057　富良野市住吉町 2-30
����-��-����

〒076-0057　富良野市住吉町 2-30

���-����-����

mito@furano.ne.jp

ryosuke.mito@icloud.com

中田　元貴中田　元貴
ナカタ　ゲンキ

AB 型
����.�.��

2024 年入会

中富良野町役場 地域おこし協力隊
〒071-0752　空知郡中富良野町本町 9-1
����-��-����
����-��-����

〒071-0762　空知郡中富良野町丘町 7-1-101

���-����-����

mito@furano.ne.jp

nakacho.genkinakata@gmail.com

https://www.town.nakafurano.lg.jp/

佐藤優・藤原慎悟・水戸亮佑・中田元貴

安藤啓太・小林啓太・篠宮健太・高田栄一・能登奈緒美・山田健太



２０２５年度

シニアクラブ名簿



シニアクラブ名簿
2025.1 時点



会長

〒076-0026　富良野市朝日町 2-2 朝日町団地 504 号

富良野麻町簡易郵便局 局長
��-���� 　　　　　　　　　　��-����



中央アポロ石油㈱　代表取締役会長

㈱北印　取締役会長

㈲丸喜屋





㈲あかね　代表取締役会長

クリアロード㈱　代表取締役
����-��-����

��-���� ��-����

宮司



札幌市中央区南 11 条西 9丁目 3-27
���-���-����　　　　　　　　　　���-���-����

㈱北印　専務取締役



〒076-0023 富良野市栄町 2-15
��-���� ��-����

��-����
㈱西武･プリンスホテルズワールドワイド 総支配人

代表役員



㈲中央ハイヤー　スクールバス部門
��-���� 　　　　　　　　　　 ��-����

ふらの総合サービス　代表

取締役営業本部長兼釧路営業所長

���-���-���� ���-���-����
札幌市中央区北 2 条西 12 丁目プレミスト植物園 608 号室

大道綜合警備（株）



��-���� ��-����
〒079-1563　富良野市山部東町 8-3

JA ふらの　南エリア共済課長



代表取締役専務

㈱西武･プリンスホテルズワールドワイド　事業戦略アシスタントマネジャー

高橋建設（株）　代表取締役

（株）ベルハンガープレイス　代表取締役

富良野商工会議所 相談課長 経営指導員

髙　橋　卓　也
����/�/�
昭和 56 年

furano bijou（フラノビジュー）　オーナーシェフ
����-��-���� 　　　　����-��-����
〒076-0057 富良野市住吉町 3 番 11 号
���-����-����

吉　本　信一郎
����/�/��
昭和 56 年

（有）中央ハイヤー　代表取締役
����-��-���� 　　　　����-��-����
〒076-0021 富良野市緑町 11 番 22 号
���-����-����

�



植　崎　貴　文
����/�/��
昭和 58 年

（株）西武・プリンスホテルズワールドワイド
����-��-���� 　　　　����-��-����
富良野市若松町 17-18 あぱーとじゅあさⅡ���

尾　関　文　浩
����/�/�
昭和 58 年

創作居酒屋　しーすりー　店主
���-����-���� 　　　　����-��-����
富良野市東町 18 番 1 号

鈴　木　紹　史
����/��/��
昭和 58 年

SNACK Lily　店主
����-��-���� 　　　　����-��-����
富良野市幸町 3 番 31 号メゾンウッド 2F � 号室

水　間　一
����/�/��
昭和 58 年

（株）富良野典礼　専務
����-��-���� 　　　　����-��-����
富良野市幸町 2 番８号コンブリーオ 101

齋　藤　斐　子
����/�/��
昭和 57 年

Being ㈱　　　　　　代表取締役
����-��-���� 　　　　����-��-����
富良野市花園町 2 番 18 号 

志　賀　光
����/�/�
昭和 57 年

富良野市役所
����-��-���� 　　　　
富良野市北斗町 13 番 6 号 

水　間　健　太
����/�/��
昭和 57 年

北海道議会議員

富良野市本町 8 番 21 号

津　山　泰　希
����/�/��
昭和 57 年

中央アポロ石油㈱　　代表取締役
����-��-���� 　　　　����-��-����
富良野市末広町 9 番 17 号 

井　野　克　彦
����/��/�
昭和 57 年

㈱増山建設　常務取締役
����-��-���� 　　　　����-��-����
富良野市朝日町 14 番 15 号

福　屋　健　輔
����/�/�
昭和 57 年

（有）フクヤ薬局　　　役員
����-��-���� 　　　　����-��-����
上富良野町中町２丁目４－１０ベル・ソレイユⅡ���



小　林　啓　太
����/�/��
昭和 59 年

KAMIFU HOUSE 　　代表
���-����-���� 　　　
空知郡上富良野町東 8 線北 17 号 6309 

能 登　奈 緒 美
����/�/�
昭和 59 年

富国生命保険相互会社 営業
����-��-���� 　　　　
富良野市新光町 1-43

篠　宮　健　太
����/�/�
昭和 59 年

イズムデザイン　　　代表
���-����-����
富良野北の峰町 11-16-201-21

山　田　健　太
����/�/�
昭和 59 年

㈲ホロニック
����-��-���� 　　　　����-��-����
富良野市字西達布 4536 番地 1

高　田　栄　一
����/�/��
昭和 57 年

㈱コダマ　　　　　　課長
����-��-���� 　　　　����-��-����
富良野市西町 1 番 62 号

安　藤　啓　太
����/�/��
昭和 59 年

安藤山林緑化㈱　　　代表取締役
����-��-���� 　　　　����-��-����
空知郡中富良野町西町 5 番 8 号



一般社団法人富良野青年会議所　物故会員

桧田　昌男　　　藤井　信男　　　操上　功司　　　鴨田　英雄
谷口　　昇　　　菅原　良晴　　　水谷　儀広　　　吉田　正武
西野　　務　　　岩佐　義則　　　福岡　　正　　　大道　寿和
清水　秀夫　　　川辺　政雄　　　塩尻　博幸　　　白倉　武則
大橋　保夫　　　澤井　昌行　　　柿本　恒之　　　鴨田　典彦
大賀　広規　　　唐沢　謹成　　　斎藤　寿一　　　羽野　良一
水口　隆正　　　及川　健司　　　高田　晴資　　　沢井　定七
小玉　　繁　　　正盛　　豊　　　理寛寺陸夫　　　田中　　正
成田　　勲　　　平間　　威　　　吉本　昭雄　　　横尾　正行
横尾　博一　　　竹内　継雄　　　中澤　敏雄　　　操上　　勲
泉山　敬治　　　城宝和太郎　　　安藤　暢敏　　　寺西　一郎
藤原　大輔　　　日下　博克　　　佐藤　　猛　　　森田  　武
日下　博行　　　竹内　康紀　　　斉藤　　隆　　　下久根知良
藤田　博 　　　 小島　秀世　　　重綱　敏彦

 1,斎藤　寿一　　 2,藤井　信男　　 3,藤井　信男　　 4,正盛　　豊
 5,竹内　継雄　　 6,竹内　継雄　　 7,菅原　良晴　　 8,白倉　武則
 9,寺西　一郎　　10,田中　規義　　11,日下　博克　　12,沢井　定七
13,杉本陽太郎　　14,城宝和太郎　　15,松田　　進　　16,泉山　敬治
17,沢井　昌行　　18,小玉　　繁　　19,日下　博行　　20,藤田　忠昭
21,越野　裕嗣　　22,荒木　弘行　　23,宮川　泰幸　　24,加藤　幸作
25,仲世古善雄　　26,会田　系伍　　27,谷口　正弘　　28,小島　秀世
29,及川　健司　　30,佐々木　淳　　31,小川　　惇　　32,本間　　優
33,菅原富一郎　　34,日里　雅至　　35,上村　昌市　　36,西本　伸顕
37,水間　英文　　38,丸山　一敏　　39,鴨田　典彦　　40,塩尻　博幸
41,藤田　恵士　　42,横尾　正行　　43,大賀　広規　　44,鎌田　功輝
45,広瀬　寛人　　46,市村　英規　　47,高田　健一　　48,軽米　達也
49,岡本　康裕　　50,中野　義弘　　51,有我　充人　　52,佐藤　健治
53,茂木　　聡　　54,金倉　康裕　　55,伊東　　忠　　56,佐藤　　猛
57,菊田　和雄　　58,上杉日出男　　59,小林　英樹　　60,浅田　康詞
61,安藤　豪敏　　62,藤原　大輔　　62,石塚　成一　　63,水間　健太
64,津山　泰希　　65,橋場　怜央　　66,吉本信一郎　　67,水間　　一
68,安藤　啓太　　69,中村　靖教　　70,荒木　崇宏　　

一般社団法人富良野青年会議所　シニアクラブ歴代会長

 1, 斎藤　寿一　　 2,清水　秀夫　　 3,中沢　敏雄　　 4,福岡　　正
 5,横尾　博一　　 6,城宝和太郎　　 7,理寛寺陸夫　　 8,田中　　正
 9,泉山　敬治　　10,沢井　昌行　　11,萩原　　弘　　12,野嶋　重克
13,今井　正行　　14,佐藤　武夫　　15,成田　　勲　　16,荒木　弘行
17,木村　　哲　　18,藤田　忠昭　　19,森本　　毅　　20,舘　　和男
21,串崎　照邦　　22,深尾　孝二　　23,池田　幸夫　　24,平沢　幸雄
25,佐々木　淳　　26,木村　　誠　　27,本間　　優　　28,菅原富一郎
29,福岡　榮一　　30,日里　雅至　　31,重綱　敏彦　　32,森田　　武
33,水間　英文　　34,増山　省吾　　35,橋場　和之　　36,秋葉　久司
37,丸山　一敏　　38,奥平　康博　　39,今野冨士保　　40,忍穂　良明

一般社団法人富良野青年会議所　歴代理事長



２０２４年度　事業報告



一般社団法人富良野青年会議所　2025 年度公式スケジュール
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一般社団法人富良野青年会議所　定款

第１章　総則

（名称）

第１条　当法人は、一般社団法人富良野青年会議所（英文名 Junior Chamber 

　　　　International Furano）と称する。

（事務所）

第２条　当法人は、主たる事務所を北海道富良野市に置く。

（目的）

第３条　当法人は、地域社会及び国家の政治、経済、文化等の発展を図るとともに、

　　　　会員の連帯と指導力の啓発に努め、もって国際的理解を深め、世界の繁

　　　　栄と平和に寄与することを目的とする。

（運営の原則）

第４条　当法人は、特定の個人又は法人その他の団体の利益を目的としてその事

　　　　業を行わない。

　　２　当法人は、これを特定の政党のために利用しない。

（事業）

第５条　当法人は、第３条の目的を達成するため、次の事業を行う。

　　（１）政治、経済、文化等に関する調査研究及びその改善に資する計画の立

　　　　案と実現を推進する事業

　　（２）会員の指導力開発及び能力開発に関する研究並びに相互の連携に資する事業

　　（３）社会奉仕事業及び青少年問題に関する事業

　　（４）国際青年会議所、公益社団法人日本青年会議所、国内及び国外の青年会

　　　　議所その他の諸団体と提携し、相互の理解と親善を推進する事業

　　（５）その他目的を達成するために必要な事業

第２章　会員

（法人の構成員）

第６条　当法人に次の会員を置く。

　　（１）正会員　富良野市及びその周辺に住所又は勤務先を有する満２０歳以上

　　　　満４０歳未満の品格ある青年で、理事会において入会を承認された者。

　　　　ただし、事業年度中に満４０歳に達するときは、その事業年度の末日ま

　　　　では正会員としての資格を有するものとする。

　　（２）特別会員　４０歳に達した事業年度の末日まで正会員であった者で、理

　　　　事会で入会を承認された者とする。



　　（３）名誉会員　当法人に功労があり、理事会で承認された者とする。

　　（４）賛助会員　当法人の目的に賛同し、その発展を助成しようとする個人、

　　　　法人、又は団体で、理事会で承認されたものとする。

　　２　前項の会員のうち正会員をもって一般社団法人及び一般財団法人に関す

　　　　る法律（以下「法人法」という。）上の社員とする。

（会員の資格の取得）

第７条　当法人の正会員、特別会員及び賛助会員になろうとする者は、総会にお

　　　　いて別に定めるところにより申込みをし、理事会の承認を受けなければ

　　　　ならない。

（経費の負担）

第８条　正会員及び賛助会員は、入会に際し、総会において別に定める入会金を

　　　　納入しなければならない。

　　２　正会員、特別会員及び賛助会員は、毎年、総会において別に定める会費

　　　　を納入しなければならない。

（任意退会）

第９条　会員が当法人を退会しようとするときは、理事会において別に定める退

　　　　会届を理事長に提出することにより、任意にいつでも退会することがで

　　　　きる。

（除名）

第10条　会員が次の各号のいずれかに該当するに至ったときは、総会の決議によっ

　　　　て、当該会員を除名することができる。この場合において、当該会員に

　　　　対し、当該総会の日から１週間前までにその旨を通知し、かつ、総会に

　　　　おいて決議の前に弁明する機会を与えなければならない。

　　　　（１）この定款その他の規則に違反したとき。

　　　　（２）当法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。

　　　　（３）当法人の秩序を乱す行為をしたとき。

　　　　（４）会費納入期限を６箇月過ぎても納入義務を履行しないとき。

　　　　（５）その他除名すべき正当な事由があるとき。

（会員資格の喪失）

第 11 条　前２条の場合のほか、会員が次の各号のいずれかに該当するに至ったと

　　　　きは、その資格を喪失する。

　　　　（１）総正会員が同意したとき。

　　　　（２）死亡したとき。

　　　　（３）会員である団体が解散したとき。

　　　　（４）破産の宣告又は後見開始若しくは保佐開始の審判を受けたとき。



第３章　総会
（構成）

第 12 条　総会は、すべての正会員をもって構成する。

　　２　前項の総会をもって法人法上の社員総会とする。

（権限）

第 13 条　総会は、次の事項について決議する。

　　　（１）理事及び監事の選任又は解任

　　　（２）理事長候補者の選出

　　　（３）定款の変更

　　　（４）貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の承認

　　　（５）会員の除名

　　　（６）解散及び残余財産の処分

　　　（７）その他総会で決議するものとして、法令又はこの定款で定められた事項

（開催）

第 14 条　総会は、定時総会として、毎年１月及び８月に２回開催するほか、臨時

　　　　総会として必要がある場合に開催する。

　　２　前項の定時総会のうち、１月に開催する定時総会をもって法人法上の

　　　　定時社員総会とする。

（招集）

第 15 条　総会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき理

　　　　事長が招集する。

　　２　総正会員の議決権の５分の１以上の議決権を有する正会員は、理事長に

　　　　対し、総会の目的である事項及び招集の理由を記載した書面を示して、

　　　　総会の招集を請求することができる。

　　３　総会を招集する場合には、理事長は、総会の日時、場所、総会の目的で

　　　　ある事項及びその内容を記載した書面をもって、総会の日の７日前まで

　　　　に、正会員に対してその通知を発しなければならない。ただし、総会に

　　　　出席しない正会員が書面によって議決権を行使することができることと

　　　　するときは、１４日前までに通知を発しなければならない。

　　４　理事長は、あらかじめ正会員の承諾を得たときは、当該正会員に対し、

　　　　前項の書面による通知の発出に代えて、電磁的方法により通知を発する

　　　　ことができる。

（総会の決議の省略）

第 16 条　理事又は正会員が総会の目的である事項について提案をした場合におい

て、当該提案につき正会員の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示を

したときは、当該提案を可決する旨の総会の決議があったものとみなす。

２　第一項の規定により定時総会の目的である事項のすべてについての提案を可

決する旨の総会の決議があったものとみなされた場合には、その時に当該定時総

会が終結したものとみなす。



（総会への報告の省略）
第 17 条　理事が正会員 の全員に対して総会に報告すべき事項を通知した場合にお
いて、当該事項を総会に報告することを要しないことにつき正会員が書面又は電
磁的記録により同意の意思表示をしたときは、当該事項の総会への報告があった
ものとみなす。

（議長）
第 18 条　総会の議長は、その総会において、出席した正会員の中から選出する。

（議決権）
第 19 条　総会における議決権は、正会員１名につき１個とする。

（決議）
第 20 条　総会の決議は、総正会員の議決権の過半数を有する正会員が出席し、出
　　　　　席した当該正会員の議決権の過半数をもって行う。
　　２　前項の規定にかかわらず、次の決議は、総正会員の半数以上であって、
　　　　総正会員の議決権の３分の２以上に当たる多数をもって行う。
　　　（１）定款の変更
　　　（２）会員の除名
　　　（３）監事の解任
　　　（４）解散
　　　（５）その他法令で定められた事項

（書面等による議決権の行使）
第 21 条　やむを得ない理由のため総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知
　　　　された事項について書面によって議決権を行使し、又は他の正会員を代
　　　　理人として議決権を行使することができる。

（議事録）
第 22 条　総会の議事については、法令で定めるところにより議事録を作成する。
　　２　議事録には、議長及び出席した正会員の中から選任された議事録署名人
　　　　２名が記名押印しなければならない。

第４章　役員等
（役員の設置）
第 23 条　当法人に、次の役員を置く。
　　　（１）理事　４人以上
　　　（２）監事　３人以内　
　　２　理事のうち１人を理事長、1人以上を副理事長、１人を専務理事とする。
　　３　前項の理事長をもって法人法上の代表理事とし、副理事長及び専務理事
　　　　をもって同法第９１条第１項第２号の業務執行理事とする。

（役員の選任）
第 24 条　理事は、総会において正会員の中から選任する。
　　２　監事は、総会において正会員及び特別会員の中から選任する。
　　３　理事長、副理事長及び専務理事は、理事会の決議によって理事の中から
　　　　選任する。
　　４　理事及び監事は、相互にこれを兼ねることができない。

（理事の職務及び権限）
第 25 条　理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるところにより、職
　　　　　務を執行する。
　　２　理事長は、当法人を代表し、法令及びこの定款で定めるところにより、
　　　　その業務を執行する。
　　３  副理事長は、理事長を補佐し、理事会において別に定めるところにより、
　　　　当法人の業務を分担執行する。
　　４　専務理事は、理事長及び副理事長を補佐し、理事会において別に定める
　　　　ところにより、その業務を分担執行する。
　　



５　理事長、副理事長及び専務理事は、毎事業年度に４箇月を超える間隔で

　　　　２回以上、自己の職務の執行の状況を理事会に報告しなければならない。

（監事の職務及び権限）

第 26 条　監事は、理事の職務の執行の状況を監査し、法令で定めるところにより、

　　　　監査報告を作成する。

　　２　監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を求め、この法

　　　　人の業務及び財産の状況の調査をすることができる。

（役員の任期）

第 27 条　理事の任期は、補欠として選任された者を除き、選任された翌年の１月

　　　　１日に就任し、その年の１２月３１日に任期が満了する。ただし、再任

　　　　を妨げない。

　　２　監事の任期は、補欠として選任された者を除き、選任された翌年の１月

　　　　１日に就任し、選任された翌々年の１２月３１日に任期が満了する。た

　　　　だし、再任を妨げない。

　　３  補欠により選任された理事又は監事の任期は、前任者の任期の満了する

　　　　時までとする。

　　４　理事又は監事は、第２１条に定める定数に足りなくなるときは、任期の

　　　　満了又は辞任により退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、

　　　　なお理事又は監事としての権利義務を有する。

（役員の解任）

第 28 条　理事及び監事は、総会の決議によって解任することができる。

（役員の報酬等）

第 29 条　理事及び監事は、無報酬とする。

　　２　理事及び監事には、その職務を行うために要する費用を弁償することが

　　　　できることとし、その額については、総会の決議により別に定める。

（直前理事長及び顧問）

第 30 条　当法人に、任意の機関として直前理事長１人及び顧問 1人以上を置くこ

　　　　とができる。

　　２　直前理事長は、前年度の理事長がこれに当たり、総会において選任する。

　　３  直前理事長は、理事長経験を活かし、当法人の業務について必要な助言

　　　　を行う。

　　４  顧問は、総会において正会員及び特別会員の中から選任する。

　　５  顧問は、理事長の諮問に答え、又は参考意見を述べることができる。

　　６  直前理事長及び顧問として選任された者は、選任された翌年の１月１日

　　　　に就任し、その年の１２月３１日に任期が満了する。ただし、顧問につ

　　　　いては再任を妨げない。

　　７　直前理事長及び顧問は、総会の決議によって解任することができる。

　　８  直前理事長及び顧問は、無報酬とする。　



第５章　理事会
（構成）
第 31 条　当法人に、理事会を置く。
　　２　理事会は、すべての理事をもって構成する。

（権限）
第 32 条　理事会は、次の職務を行う。
　　　（１）当法人の業務執行の決定
　　　（２）理事の職務の執行の監督
　　　（３）理事長、副理事長及び専務理事の選定及び解職。ただし、理事長を選
　　　　　定する場合において、理事会は、総会の決議により理事長候補者を選
　　　　　出し、理事会において当該候補者を選定する方法によることができる。

（開催）
第 33 条　理事会は、定例理事会と臨時理事会の２種とする。
　　２　理事会は、定例理事会として原則毎月１回開催するほか、必要がある場
　　　　合に臨時理事会として開催する。

（招集）
第 34 条　理事会は、本定款に別に定める場合のほか、理事長が招集する。
　　２　理事長が欠けたとき又は理事長に事故があるときは、各理事が理事会を
　　　　招集する。
３　理事長以外の理事は、理事長に対し、理事会の目的である事項を示して、
　　　　理事会の招集を請求することができる。
　　４　前項の請求があった日から５日以内に、その請求があった日から２週間
　　　　以内の日を開催の日とする臨時理事会の招集の通知が発せられない場合
　　　　には、その請求をした理事は、臨時理事会を招集することができる。
　　５　理事会を招集する者は、理事会の日の３日前までに、理事及び監事に対
　　　　し通知を発しなければならない。
　　６　前項の規定にかかわらず、理事会は、理事及び監事の全員の同意がある
　　　　ときは、招集の手続を経ることなく開催することができる。

（決議の省略）
第 35 条　理事が理事会の決議の目的である事項について提案をした場合におい
て、監事が当該提案について異議を述べたときを除き、理事の全員が書面又は電
磁的記録により同意の意志表示をしたときは、該当提案を可決する旨の理事会の
決議があったものとみなす。ただし当該事項について議決に加わることができる
ものに限る。

（議長）
第 36 条　理事会の議長は、理事長又は理事長が指名した理事がこれに当たる。

（決議）
第 37 条　理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理
　　　　事の５分の３以上が出席し、その過半数をもって決する。

（議事録）
第 38 条　理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成
する。
　　２　出席した理事長及び監事は、前項の議事録に署名押印する。
　　



　　

第６章　例会及び委員会
（例会）
第39条　当法人は、第３条の目的を達成するため、原則毎月１回以上例会を開催する。
　　２　例会は、すべての会員をもって構成する。
　　３　例会の運営に関し必要な事項は、総会において別に定める。

（委員会）
第 40 条　当法人は、目的達成に必要な事項を調査、研究及び審議し、又は実施す
　　　　るため委員会を設置する。
　　２　委員会は、委員長１人、副委員長２人以内及び委員若干名をもって構成する。
　　３　委員長は、正会員の中から理事長が理事会の承認を得て任命する。
　　４　委員会の運営に関し必要な事項は、総会において別に定める。

第７章　資産及び会計
（事業年度）
第 41 条　当法人の事業年度は、毎年１月１日に始まり、同年１２日３１日に終わる。

（会計原則）
第42条　当法人の会計は、一般に公正妥当と認められる会計の慣行に従うものとする。

（余剰金の分配）
第 43 条　当法人は、余剰金の分配を行わない。

（事業計画及び収支予算）
第 44 条　当法人の事業計画書及び収支予算書については、毎事業年度の開始の日
　　　　の前日までに、理事長が作成し、理事会の決議を経て、総会の承認を受
　　　　けなければならない。これを変更する場合も、同様とする。
　　２　前項の書類については、主たる事務所に、当該事業年度が終了するまで
　　　　の間備え置くものとする。

（事業報告及び決算）
第 45 条　当法人の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、理事長が次
　　　　の書類を作成し、監事の監査を受けた上で、理事会の承認を受けなけれ
　　　　ばならない。
　　　（１）事業報告
　　　（２）事業報告の附属明細書
　　　（３）貸借対照表
　　　（４）損益計算書（正味財産増減計算書）
　　　（５）貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の附属明細書
　　　（６）財産目録
　　２　前項の承認を受けた書類のうち、第１号、第３号及び第４号の書類につ
　　　　いては、１月の定時総会に提出し、第１号の書類についてはその内容を
　　　　報告し、その他の書類については承認を受けなければならない。
　　
　　３　第１項の書類のほか、監査報告を主たる事務所に５年間備え置くととも
　　　　に、定款及び会員名簿を主たる事務所に備え置くものとする。



第８章　定款の変更及び解散
（定款の変更）

第 46 条　この定款は、総会の決議により変更することができる。

（解散）

第 47 条　当法人は、総会の決議その他法令で定められた事由により解散する。

（残余財産の処分）

第 48 条　当法人が清算をする場合において有する残余財産は、総会の決議を経て、

　　　　公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第１７号に

　　　　掲げる法人又は国若しくは地方公共団体に贈与するものとする。

第９章　事務局
（事務局の設置）

第 49 条　当法人の事務を処理するために、事務局を設置する。

　　２　事務局には、必要に応じて事務局長及び所要の職員を置くことができる。

　　３　事務局長及び職員は、理事長が理事会の決議を経て任免する。

　　４　事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、総会の決議を経て別に定める。

第１０章　公告の方法
（公告）

第 50 条　当法人の公告は、電子公告により行う。

　　２　事故その他やむを得ない事由により、前項の電子公告をすることができ

　　　ない場合は、官報に掲載する方法による。

第１１章　補則
（委任）

第 51 条　この定款に定めるもののほか、当法人の運営に関し必要な事項は、理事

　　　　会の決議により、別に定める。

附則
１　この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人
及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する
法律（以下「整備法」という。）第１２１条第１項において読み替えて準用する同
法第１０６条第１項に定める一般法人の設立の登記の日から施行する。
２　この法人の最初の役員は次のとおりとする。
　　　理事長　　小林英樹
　　　副理事長　藤原大輔、浅田康詞
　　　専務理事　水間健太
　　　理事　　　宮坂裕之、石塚成一、吉本信一郎、荏原克之、操上平
　　　　　　　　小松郡二、高田政人、水間一
　　　監事　　　奈良規生、安藤豪敏
３　整備法第１２１条第１項において読み替えて準用する同法第１０６条第１項
に定める特例民法法人の解散の登記と、一般法人の設立の登記を行ったときは、
第３８条の規定にかかわらず、解散の登記の日の前日を事業年度の末日とし、設
立の登記の日を事業年度の開始日とする。
４　本定款は令和３年８月２０日から適用する。



一般社団法人富良野青年会議所　正会員資格規程

（目　　的）

第１条　本規程は本会議所の正会員の資格及び入会に関する事項を規定したもの

　　　　である。

（入会・資格）

第２条　本会議所に入会を希望する者の資格及び入会手続き等については、次の

　　　各号による。

　　　（１）在籍１年以上であり且つ前年度の例会、委員会その他諸行事の出席率

　　　　　７０％以上の正会員２名の推薦を受けることを要する。

　　　（２）入会希望者は、所定の入会申込書に必要事項を記入の上、推薦者の記

　　　　　名押印を得て理事長宛提出するものとする。

　　　（３）入会の申込みは、年令３５歳までであることが望ましい。

　　　（４）第２号の申込みがあったときは、理事会において審議し、入会の諾否

　　　　　及び入会月を決定、入会希望者に通知する。

　　　（５）正会員は入会希望者を推薦するにあたり、例会、委員会その他諸行事

　　　　　への出席を督励しなければならない。

　　　（６）正会員は原則として賛助会員等への移動は認められないが特別な事由

　　　　　がある場合はこの限りではない。但し理事会の審議を要する。

（入会金・会費等）

第３条　正会員の入会金、会費の額は次のとおりとする。

　　　（１）入会金　金１０，０００円

　　　（２）年会費　金９６，０００円

　　２．正会員として事業年度の途中で入会した者の年会費の額は、１月から３

　　　月までの間に入会した場合は金９６，０００円、４月から６月までの間に

　　　入会した場合は金７２，０００円とし、７月以降に入会した場合は金額を

　　　理事会の決議により定めることができる。

　　３．納入期限については、原則２月末日までの一括納入とし、分納等希望す

　　　る場合は、届を理事長に提出すること。

　　４．正会員が転勤等やむを得ない理由により退会する場合において、その正

　　　会員と同一の勤務先に属する者が、その正会員の後任として入会する場合、

　　　同一事業年度に限り、入会金を免除とする。

　　５．その他必要とする経費については、理事会の承認を経て総会の決議によっ

　　　てこれを定めるものとする。

（規程の変更・委任）

第４条　本規程は、理事会の承認を経て、総会の決議により変更することができる。

　　２．本規程により定めのない事項で必要な事項は、理事会の決議により定め

　　　　るものとする。

（附　　則）

　　１　本規程は一般法人の設立の登記の日（平成２５年１月４日）より施行し、

　　　　変更の場合はその施行年月日等を追記する。

　　２　本規程は平成２６年１２月１８日から適用する。





一般社団法人富良野青年会議所　特別会員規程

（主旨・目的）

第１条　この特別会員規程は（以下「本規程」という。）一般社団法人富良野青年

　　　　会議所（以下「本会議所」という。）に設ける特別会員制度の運営その他

　　　　について必要な事項を定めることを目的とする。

　　２　本規程は、本会議所定款第２章第６条第１項第 2号に基づく詳細とする。

　　３　本規程は、本会議所の外部関係者の本会議所に対する協力・理解・親交

　　　　を高めることにより本会議所の事業活動の推進に資することを目的とす

　　　　る。

（資　格）

第２条　４０歳に達した年の年度末まで正会員であって、理事会で承認された者

　　　　とする。

（事業・権利・義務・特典）

第３条　本会議所が作成又は発行する資料の供与を優先して受けることができる。

　　２　特別会員は本会議所定款第４章第２２条により総会の構成員ではないが

　　　　オブザーブ参加を義務付けるものとする。

　　３　特別会員は本会議所定款第３章第１５条及び運営規定第３条により理事

　　　　の資格を有さないが、監事の資格を有し、また理事会等にはオブザーブ

　　　　参加することができる。

　　４　特別会員は本会議所（LOM 内）の事業及び会合に参加できる。但し一切の

　　　　主導権、表決権及び選挙権ならびに被選挙権を有しない。

　　５　上記以外（LOM 外）の事業及び会合に関しては一切参加の権利を有さない。

　　　　但し理事会が定めるところによる。

（入　会）

第４条　特別会員として入会を希望する者は、所定の入会申込書を理事会に提出

　　　　するものとする。

　　２　入会の諾否は、理事会において決定し、これを入会希望者に通知するも

　　　　のとする。

（会　費）

第５条　特別会員の入会金及び年会費の額は、理事会の決議により定めるものと

　　　　する。

（退　会）

第６条　本会議所定款第２章第１１条に定めるとおりとする。

（除　名）

第７条　本会議所定款第２章第１２条に定めるとおりとする。

（会員資格の喪失）

第８条　本会議所定款第２章第１３条に定めるとおりとする。

（規程の変更・委任）

第９条　本規程は、理事会の承認を経て、総会の決議により変更することができる。

　　２　本規程に定めのない事項で必要な事項は、理事会の決議により定めるも

　　　　のとする。

（附　則）

　　１　本規程は一般法人の設立の登記の日（平成２５年１月４日）より施行し、

　　　　変更の場合はその施行年月日等を追記する。

　　２　本規程は平成２６年１２月１８日から適用する。



一般社団法人富良野青年会議所　名誉会員規程

（主旨・目的）

第１条　この名誉会員規程は（以下「本規程」という。）一般社団法人富良野青年

　　　　会議所（以下「本会議所」という。）に設ける名誉会員制度の運営その他

　　　　について必要な事項を定めることを目的とする。

　　２　本規程は、本会議所定款第２章第６条第１項第３号に基づく詳細とする。

　　３　本規程は、本会議所の関係者の本会議所に対する協力・理解・親交を高

　　　　めることにより本会議所の事業活動の推進に資することを目的とする。

　　４　名誉会員は本会議所及び会員のよき相談役となることを第一の目的とす

る。

（資　　格）

第２条　名誉会員の資格を有するものは、理事会において過去の功績により本会

　　　　議所活動に多大なる貢献をしたと認められ、推薦、承認された者とする。 

　　２　会員が死亡した場合は、その資格を喪失する。

（事業・権利・義務・特典）

第３条　本会議所が作成又は発行する資料の供与を受けることができる。

　　２　名誉会員は理事会が定める事業及び会合に参加できる。但し一切の主導

　　　　権、表決権及び選挙権ならびに被選挙権を有しない。

　　３　上記以外の事業及び会合に関しては一切参加の権利を有さない。但し理

　　　　事会の定めるところによる。

（会費等）

第４条　名誉会員は入会金及び年会費は徴収しないものとする。

（規程の変更・委任）

第５条　本規程は、理事会の承認を経て、総会の決議により変更することができる。

　　２　本規程に定めのない事項で必要な事項は、理事会の決議により定めるも

　　　　のとする。

（附　則）

　　１　本規程は一般法人の設立の登記の日（平成２５年１月４日）より施行し、

　　　　変更の場合はその施行年月日等を追記する。

　　２　本規程は平成２６年１２月１８日から適用する。



一般社団法人富良野青年会議所　運営規程

（目　　的）

第１条　本規程は本会議所の運営を円滑にし、その目的達成を容易ならしめるた

　　　　め組織運営等に関する事項を規定するものである。

（理事長の資格）

第２条　理事長は正会員として３年以上在籍し、過去に理事を務めていることを

　　　　要する。

（役員の資格）

第３条　正会員として１年以上在籍し、例会の出席率が７０％を超える者である

　　　　ことが望ましい。

（職　務）

第４条　理事長は定款に定めたる任務の外に対外的な会議ならびに会合に出席す

　　　　るとともに、外部関係団体の来訪者に対する折衝ならびに接待を行うも

　　　　のとする。又理事長はセクレタリーをおくことができる。

　　２　副理事長は定款に定めたる任務の外に各委員会を分担し、委員長を指導

　　　　するとともに積極的な協力を為さねばならない。

　　３　専務理事は定款に定めたる任務の外に例会及び理事会の運営に関する業

　　　　務の執行をしなければならない。

　　４　理事は定めたる任務の外に本会議所の重要議案の決定にあたり責任を

　　　　もってこれを審議し、その運営に遺憾無きよう努めなければならない。

　　５　理事長候補者は就任前に役員候補者会議を招集し、事業計画案及び予算

　　　　案を作成しなければならない。

　　６　委員長は理事会及び総会において決議された事業を分担して責任をもっ

　　　　てこれを遂行し、事業終了後は直ちに例会、理事会に報告しなければな

　　　　らない。

　　７　副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠け

　　　　たときは、三役の決議によりその職務を代行する。

　　８　新入会員は理事会において決定した委員会に所属する。

（役員候補者）

第５条　役員候補とは本会議所役員選任規程に基づき選任された総ての役員で、

　　　　選任後就任するまでの者をいう。

（役員候補者会議）

第６条　役員候補者会議は役員候補者が決定した後就任するまでの間における次

　　　　年度事業活動の準備機関として設置する。

（理　事　会）

第７条　理事会は毎月１回開催し、例会事項及び運営上の諸問題を討議研究する。

　　２　理事会は原則として、月 1回の開催とする。



　　３　委員長を兼任する理事が理事会を欠席する時は、副委員長を筆頭に当該

　　　　委員会の中で委員長が指名したものが理事会に出席し、その職務を代行

　　　　しなければならない。但し、原則として議決権及び発言権を有しない。

　　　　発言は挙手の上、指名後とする。

　　４　オブザーバー出席は会員の傍聴を認め、理事会の判断により意見を聞く

　　　　事が出来る。

（例　　会）

第８条　例会は各種の事業推進に関する研究ならびに討議をし、必要事項の報告、

　　　　協議を行う。

　　２　例会の日程、会場設営及び進行の担当委員会は理事会にて決定し、その

　　　　委員会は年間事業計画に明記する。

　　３　例会の出欠確認は理事会にて決定した委員会が受持ち、その都度理事会

　　　　にて決定した開始時刻にゴングを鳴らし、それ以降を遅刻とし、例会終

　　　　了前を早退とする。

（正副理事長会議）

第９条　正副理事長会議は原則として、月 1回の開催とする。

　　２　本会の正副理事長会議は理事長、副理事長及び専務理事の三役を以て構

　　　　成する。

　　３　直前理事長、監事、顧問は、この会議に出席し、意見を述べることがで

　　　　きる。

　　４　正副理事長会議は必要に応じて委員長及び議長を呼び尋問及び答弁を請

　　　　求することができる。

　　５　会員のオブザーバー出席を認める。但し決議権、発言権は有しない。

（事業計画書及び事業報告書の提出日）

第１０条　全ての事業計画書及び事業報告書の提出日は担当副理事長の確認を受

　　　　けた後、正副理事長会議の３日前までに財務担当理事を経て、専務理事

　　　　（事務局）にＥ－mail により提出する。

（過 怠 金）

第１１条　例会に出席を怠った者より過怠金を徴収する事ができる。過怠金の額

　　　　及び徴収の方法については、理事会に於いて決定する。

（休　　会）

第１２条　病気または出張等により長期にわたり出席困難なる場合は、理事長宛

　　　　に休会届けを提出し、理事会の承認を得て一時休会し正会員の資格を持

　　　　続する事ができる。但し、会費及び負担金は納入しなければならない。

　　２　上記、休会届けには、期間の明記がされていなければならない。但し、

　　　　当該年度をこえてはいけない。

　　３　総会の構成メンバーとなり、例会等の案内は行なう。

　　４　委員会などの連絡は委員長の判断とする。

　　５　各種事業などの参加要請はしない。



（アテンダンス）

第１３条　例会に欠席した者はその前後１ヶ月以内に他青年会議所の例会に出席

　　　　することにより当該例会に出席したものと看做す。その他、理事会にて

　　　　承認されたＬＯＭ内事業及び、日本青年会議所、地区協議会、東北海道

　　　　ブロック協議会の活動等に出席した者はアテンダンスを適応する。

　　　　出向者に限り例会当日の出向先委員会もアテンダンスを適応する。

　　　　またその他の詳細については第１回総会にて確認するものとする。

（褒　　賞）

第１４条　本会議所はＪＣ活動の昂揚を図るために褒賞を行う。

　　２　褒賞の対象は次の該当会員または当該委員会とする。

　　　　（１）　ＪＣの発展拡大に著しく努めた会員または委員会

　　　　（２）　ＪＣ運動に顕著な功績があった会員または委員会

　　　　（３）　ＪＣの評価を高める社会的功績のあった会員または委員会

　　　　（４）例会の出席が優秀なる会員

　　３　褒賞の決定は直前理事長、監事が審議し、理事会の承認を得てこれを行う。

（書類の保存）

第１５条　定款、総会議事録、理事会議事録、事業計画書、事業報告書は永久保存

　　　　とする。

　　２　（公社）日本青年会議所、北海道地区協議会、東北海道ブロック協議会

　　　　関係書類及び事業報告の詳細文ならびに次年度への伝達申し送り事項の

　　　　文書は３年保存とする。

　　３　その他の関係書類は理事長の責任においてこれを定める。

（規程の変更・停止）

第１６条　本規程は、理事会の承認を経て、総会の決議により変更することがで

　　　　きる。

　　２　本規程に定めのない事項で必要な事項は、理事会の決議により定めるも　

　　　のとする。

（附　　則）

　　１　本規程は一般法人の設立の登記の日（平成２５年１月４日）より施行し、

　　　　変更の場合はその施行年月日等を追記する。

　　２　本規程は平成２６年１２月１８日から適用する。

　　３　本規程は令和７年１月９日から適用する。



一般社団法人富良野青年会議所　役員選任規程

（目　　的）

第１条　本規程は、本会議所の次年度役員の選任方法を定めたものである。

（理事及び監事の選任）

第２条　次年度の理事及び監事を選出するために選出委員を置く。

（選出委員の選任）

第３条　選出委員は１月定時総会において選任する。

（選出委員の任期）

第４条　選出委員の任期は、１月定時総会より８月定時総会までとする。

（選出委員の構成）

第５条　選出委員は理事長を含む５名とし、理事経験者で構成する。但し選出委

　　　　員長は、理事長がこれにあたる。

（理事長候補者の推薦及び承認時期）

第６条　立候補者、推薦者等の募集及び取りまとめを行い、正会員全員にこれを

　　　　知らせ、選挙等の準備及び進行を行う。

　　２　選挙終了後、選出委員は次年度の理事長候補者１名を選出して、８月定

　　　　時総会にこれを推薦するものとする。

（規程の変更・停止）

第７条　本規程は、理事会の承認を経て、総会の決議により変更することができる。

　　２　本規程に定めのない事項で必要な事項は、理事会の決議により定めるも

　　　　のとする。

（附　　則）

１　本規程は一般法人の設立の登記の日（平成２５年１月４日）より施行し、変

　　更の場合はその施行年月日等を追記する。



一般社団法人富良野青年会議所　会計規程

第１章　総　　　　　則
(目　　　的 ) 

第１条　本規程は、本会議所の会計の基準を定め財務の適正を確保すると共に、

　　　　財政及び収支の状況について、真実の報告を提供することを目的とする。  

( 会計処理の基準 ) 

第２条　本会議所の会計に関しては、法令及び定款に定めるもののほかは、本規

　　　　程の定めるところにより一般に公正妥当と認められる会計処理の基準に

　　　　従って行う。  

( 会計の区分 ) 

第３条　本会議所の会計は次のとおりとする。  

 　（１） 一般会計、特別会計に区分する。 

 　（２） 特別会計は、一般の支出と区別して経理する。その他の事項については、

　　　　積立金管理規程に基づくものとする。

(会計担当者 ) 

第４条　会計経理業務は、財務担当理事が担当する。 

( 会計担当者の役割 ) 

第５条　財務担当理事は次の業務を行う。  

 　（１）予算案及び決算書を作成し、理事長に提出すること 

 　（２）金銭出納帳その他必要な書類の作成並びに保管 

 　（３）入会金、会費の徴収並びに寄付金の収受その他収入金の管理 

 　（４）支払に関する業務並びに領収書の発行 

 　（５）その他定款に定められた業務 

第２章　予　　算
(総計予算主義の原則 ) 

第６条　会計年度における一切の収入及び支出は、すべてこれを予算に計上しな

　　　　くてはならない。  

　　２　予算は会計の区分ごとに計上し、予算科目はその目的に従って款、項に

　　　　区分しなければならない。 

( 補 正 予 算 ) 

第７条　予算の編成後に生じた事由に基づいて予算に変更を加える必要がある場

　　　　合は、補正予算を編成することができる。

(経理の公開 ) 

第８条　会員は、予算の執行の状況を把握するため、財務担当理事又はこれらの管



　　　　理に属する機関で権限を有する者に対して、会計資料の閲覧の申し出を

　　　　することができる。  

　　２　財務担当理事は、予算の適正な執行を確保するため少なくとも６ケ月に

　　　　１度以上収入及び支出の実績について理事会及び監事に報告しなければ

　　　　ならない。 

　　３　理事会、監事は、その報告に基づいて必要な措置を講ずることができる。 

第３章　収　　入
(入会金等 ) 

第９条　入会金及び会費は次のとおりとする。  

 　（１）入会金　　正 会 員　金 10,000 円

　　　　　　       　　賛助会員　金 10,000 円

   （２）会　費　　正 会 員　金 96,000 円 （年額）

　　　　　　       賛助会員　金 30,000 円 （年額）

　　　　　　       特別会員　理事会の決議により定める

　　２　正会員として事業年度の途中で入会した者の年会費の額は、１月から３

　　　　月までの間に入会した場合は金９６，０００円、４月から６月までの間

　　　　に入会した場合は金７２，０００円とし、７月以降に入会した場合は金

　　　　額を理事会の決議により定めることができる。

 ( 会費納入の義務 ) 

第 10 条　納入期限については、原則２月末日までの一括納入とし、分納等希望す

　　　　る場合は、届を理事長に提出すること。

 　　２　会員は、前項に基づき会費を本会議所口座へ納入しなければならない。 

( 収入の扱い ) 

第 11 条　金銭の収納に際しては、領収書を発行しなければならない。 

 　　２　前項の場合は財務担当理事において伝票を作成しなければならない。  

第４章　支　　出
(支出の扱い ) 

第 12 条  金銭の支出に際して財務担当理事は、証拠書類に基づいて伝票を作成し

　　　　なければならない。  

（固定資産物品の取得） 

第 13 条　什器備品等のうち１単位の取得価格が、10 万円以上でかつ耐用年数が１

　　　　年以上のもの（以下「固定資産物品」という。）の取得及びその相当額の

　　　　補修等を行う場合は、理事会の承認を必要とする。  

( 支出の方法 ) 

第 14 条　財務担当理事は、当該支出が法令款又は予算に違反していないことを確

　　　　認した上でなければ、支出することができない。



第 15 条　財務担当理事は、毎月末には帳簿残高と銀行残高証明書を照合確認しな

　　　　くてはならない。  

 　　２　取扱金融機関は市内に店舗を有する金融機関とする。 

第５章　決　　算

(決算の基準 ) 

第 16 条　本会議所の決算は、予算との有機的関連を維持し、継続記録に基づくも

　　　　のでなければならない。  

( 決 算 報 告 ) 

第 17 条　理事長は、会計年度末において決算整理をし、翌年１月 31 日までに貸

　　　　借対照表、 収支計算書、財産目録その他の関係書類を監事に提出しなけ

　　　　ればならない。 

 　　２　監事は、その所見を付けて総会の承認に付さなければならない。 

（会計書類の閲覧） 

第 18 条　総会の１週間前から前条第１項の会計書類を事務局に備えて置き、会員

　　　　の閲覧に供しなければならない。 

第６章　雑　　則

（会計書類の保存） 

第 19 条　会計の保存は、次のとおりとする。  

 　（１） 財務諸表　　　１０年 

 　（２） 会計書類　　　  ５年 

 　（３） その他の書類　  ３年 

（印鑑の保管） 

第20条　本会議所の印鑑は、理事長の責任において保管、使用しなければならない。  

（規程の変更・停止）

第21条　本規程は、理事会の承認を経て、総会の決議により変更することができる。

　　　２　本規程に定めのない事項で必要な事項は、理事会の決議により定める

　　　　　ものとする。

（附　則）

　　　１　本規程は一般法人の設立の登記の日（平成２５年１月４日）より施行し、

　　　　　変更の場合はその施行年月日等を追記する。

　　　２　本規程は平成２６年１２月１８日から適用する。

　　　３　本規程は平成２９年１月１日から適用する。



一般社団法人富良野青年会議所　庶務規程

（目　　的）

第１条　本規程は本会議所の運営を円滑にし、その目的達成を容易ならしめるた

　　　　め事務局、会計経理、慶弔、旅費等に関する事項を規程するものである。

（事 務 局）

第２条　事務局は下記の職務を行うものとする。

　　（１）有価証券ならびに現金を除く財産の保管、管理。

　　（２）内外の文書受理と発信の起草及び整理。

　　（３）役員より附託された諸事務の処理

　　２　事務局の経費は当該年度の予算に計上する。

　　３　ルーム・ロッカーの鍵は理事長及び専務理事、事務局が保管する。

　　４　封書類開封厳禁、私用電話禁止、整理整頓を義務付けるものとする。

（会計・経理）

第３条　金銭出納は総てこれを担当する委員長の承認を得るものとする。

　　２　担当委員長は該年度の収支計算書、財産目録の作成を行い、理事長に提

　　　　出するものとする。

（慶　　弔）

第４条　会員の慶事、弔事に際しては金品を贈り、その意を通じるものとする。

　　２　金品については以下の通りにする。

　　　　　結 婚　　　10,000 円

　　　    誕 生　　  10,000 円

　　　    見 舞　　　 3,000 円

          弔 慰 （１）会員の死亡                           30,000 円と生花

　　　　　      （２）会員の配偶者の死亡　　　　　　     　10,000 円と生花

　　　　　      （３）会員の両親及び子女の死亡　　　　　　　5,000 円と生花

　　　　　      （４）賛助・特別会員の死亡　　　　　　  　　5,000 円と生花

　　　　　　　　（５） ＯＢ会員の死亡　　　　　　　　　　　 10,000 円程度の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生花もしくは供花料

　　　　上記の外必要と認めた時、正副理事長及び専務理事の協議により、これ

　　　　を定め、理事会へ報告する。会員の慶弔は、会員自身が専務理事に速や

　　　　かに届け出なければならない。会員及び会員同居の親族死亡の場合は、

　　　　全会員に連絡する。

（旅 費 等）

第５条　正会員等が公務出張の際は必要に応じ旅費等を支給することができる。

　　２　前項の旅費等の支給に際しては、理事会で決定したる範囲内においてこ

　　　　れを認める。

　　３　車で地方に行った場合は同乗者間で清算する。

（規程の変更・停止）

第６条　本規程は、理事会の承認を経て、総会の決議により変更することができる。

　　２　本規程に定めのない事項で必要な事項は、理事会の決議により定めるも

　　　　のとする。

（附　則）

　１　本規程は一般法人の設立の登記の日（平成２５年１月４日）より施行し、

　　　変更の場合はその施行年月日等を追記する。

　２　本規程は、平成２６年１２月１８日から適用する。

　３　本規程は、平成２８年１月１日から適用する。

　４　本規程は、令和６年１月１日から適用する。



（目的）

第１条　本規程は、本会議所の長期的に安定した運営の維持及び特定の事業を行

　　　　う資金として積立て、その管理に必要な事項を定めることを目的とする。

（積立金の種類）

第２条　積立金の種類は、次のとおりとする。

　　（１）周年積立金 本会議所周年事業及び式典等の運営に充てる資金

（積立額）

第３条　前条の積立金に積み立てる額は、毎年度の予算で定める額とする。

（積立金の処分）

第４条　第１条の目的を達成するため、第２条に掲げる目的により積立金の一部

　　　　または全部を取り崩すことが出来る。

　　２．当会議所の運営上やむを得ない理由により第２条に掲げる目的以外の理

　　　　由により積立金の一部または全部を取り崩したい場合は、理事会の承認

　　　　を経て総会の決議を必要とする。

（規程の変更・停止）

第５条　本規程は、理事会の承認を経て、総会の決議により変更することができる。

　　２．本規程に定めのない事項で必要な事項は、理事会の決議により定めるも

　　　　のとする。

（附則）

　　１．本規程は平成２９年度１月１日より施行する。

一般社団法人富良野青年会議所　積立金管理規程
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